
学級会(１)の本時の板書例 国立教育政策研究所「特別活動 小学校編」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話合いの基本的な流れ ※各項目の詳細については目次を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤出し合う 

提案理由に沿って、自分たちの意見を出し合う。 

⑥くらべ合う 

提案理由に沿って、賛成・反対・改善策などを出し

合いみんなでよりよい意見を比べる。 

⑦まとめる 

提案理由により沿っているものを折り合いを付けて

合意形成を図る。 

① はじめのことば 

② 計画委員会の紹介 

③ 議題の確認 

④ 提案理由やめあての確認 

⑧ 決まったことの発表 

⑨ 話し合いの振り返り(学級会カード) 

⑩ 終末の助言(担任より) 

⑪ 終わりのことば 

担任としてのポイント！ 

・学年の実態に応じて教師の適切な指導

の下、児童の自治的・実践的な場とす

る。 

・最初は担任が計画委員をやってみせ、

徐々に児童に託していくとよい。 

 

中途で助言・指導に入る場合は・・ 

・人権上問題のある発言があった場合 

・児童の自治的範囲を超える話合いにな

った場合(時間割や持ち物など) 

・話し合いが混乱している場合 など 

★話合いを方向づけたり、決定付けたり

する助言は控える。 


